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Im｡長 の意味と各種モ∵メン トにつ いて
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図 2 am nniaの Ⅹ-A遷移 l OOC )
lmax - 255mp; toluene,lmax-262mIL;armonia,危ax-192mFEi-
52000cm~1);β-caiotene,Jmax- 503m〟 と読まれるO この 人maxは溶媒





れる基底状態と励起状態の耳ネルギー間隔は図 4に示 されるAcal であるoFranck-
Condon原理の古典的な概念にもとずけば,この人cal絃 Imaxに相当するoしかし,
実際には分子振動があり.そのエネルギ丁状態は量子化されているO従って, 7calは
必ずしもスmaxに相当するとは限らないのである.次章で ネmax の意味及び irlaXと
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ちdisplacementparameter△zjである 1)oここで jは励起状態におけるモー ドを
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mode-Franck-Condom factorによってほとんどきまる 1)○すなi?ち,図 1-3＼






Fg′す,eJv" ∝ L70,n j〝 (3)I
















が得られる･Oそこで, 3 0-,n"max が極大であるためには･






を A2-1≦n〝m｡Ⅹ≦ 与 A2
(8)
(9)
が求まる｡これからAが偶整数のときnJ'max は 2つの連続 した整数 となるが, Aがそ
れ以外の値 をとるときn" はただ一つの整数になる.これから･3 0,n- の n〟 に対す
る分布はただ一つの極大をもつことがわかる｡ n′max とAの関係は図 5の実線になる｡
励起状態 と基底状態の断熱ポテンシャルの極小値の差をEoとすると ･
1/lea. - Eo+ 与 A2
(10)
1/k｡x - F･o+ nAlaX
である.従って,(9卜 (10は りIcalとImaxの関係
1 1一山<




光吸収 スペクトルの Imaxとモーメシ ト







p= n,;= ｡ n" 3 0,n〝- n,Fj,









A2n" 一 与 A2
n′±0 2m〝n〟!
』2n′ _ 与』2= e
n"-0 2n′ n"!



















A2- nn=書./,n-2 30,n〟- 2-AIP ･ 〟2 (18)
が成 り立っ｡次に (16)式の両辺をAで微分 し絹 辺叫 Ae一如 2 をかけると
∞ n〝2A2n'








は Ic｡Iの位置に相当していることであるO畠2でみたように Ic｡1は kaxより少 し
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